
（茨城県 行方市）

て が

行方市の北西部に位置し、霞ヶ浦沿岸に展開する
水田地帯で、豊かな自然環境と美しい景観が残って
いる地域です。
農業者の高齢化や後継者不足に伴い、農地や農業

用施設を継続的に保守管理できる体制を整えるため、
平成19年に活動組織を設立し、これまで活動を継続
しています。
取組面積 146.0ha（田：137.0ha 畑：9.0ha）

地域資源保全活動
○行政区と連携して保全活動を実施しており、非農家を含めた参加率が90％以上となっています。

草刈り作業 泥上げ作業

農村環境保全活動

生き物調査 水質調査

○子供会と連携し、「田んぼの調査隊」と称した生き物調査や水質調査を実施しています。

行方市

最優秀賞



地域住民との交流活動と広報活動

調理実習

田植え体験

○小学校と連携し、毎年５年生の生徒が田植え及び稲刈り体験会を実施している。収穫したコ
メを学校の調理実習に提供しています。
○地域の「なめがたエリアテレビ」を活用し、田植え、稲刈り体験など子供たちとの活動を情
報発信している。

施設の維持管理活動
〇管理しているため池を流域治水の観点から豪雨が予想されてい
る場合は水位を下げるなどして洪水調節機能を発揮している。
○点検・機能診断を実施し、計画的に水路の補修を行っている。

補修した水路災害から地域を守るため池の草刈り

○行政区と緊密に連携することにより、行
政区ぐるみの活動として認識されており、
継続的に多くの非農家の参加がある。
○長年の農業体験の実施の結果、地元から
新たに３名の担い手農家が生まれている。
○周囲の地域にも活動の内容が伝わり活動
に参加を希望する集落が多く、周辺の集落
を合併しながら活動面積を増やしている。
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取組面積増加の推移
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